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六
月
十
四
日(

土)

午
前
九
時

半
に
、
一
行
は
バ
ス
に
て
研
修

先
の
埼
玉
県
比
企
郡
小
川
村
に

あ
る
「
紙
す
き
の
里 

久
保
昌

太
郎
和
紙
工
房
」
に
向
か
い
ま

し
た
。 

 

十
一
時
に
到
着
後
根
和
紙
工

房
で
社
長
の
久
保
昌
太
郎
氏
か

ら
、
和
紙
の
紙
す
き
の
歴
史
や

作
業
方
法
に
つ
い
て
の
説
明
を 

 

 

 

受
け
た
後
、
二
班
に
分
か
れ
て

和
紙
の
紙
す
き
を
体
験
し
ま
し

た
。 

 

紙
す
き
を
体
験
し
た
の
は
全

員
が
初
め
て
で
し
た
が
、
実
際

に
や
っ
て
み
る
と
思
っ
た
以
上

に
大
変
な
作
業
で
し
た
が
、
な

か
な
か
普
段
で
は
体
験
で
き
な

い
だ
け
に
、
全
員
が
終
了
す
る

ま
で
は
か
な
り
の
時
間
を
要
し

ま
し
た
が
、
最
後
に
は
そ
れ
ぞ

れ
が
自
分
の
す
い
た
紙
を
持
ち

帰
る
こ
と
が
出
来
、
大
変
た
め

に
な
っ
た
、
来
て
よ
か
っ
た
と

い
う
声
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。 

 

昼
食
後
、
宿
泊
先
の
群
馬
県

磯
部
温
泉
「
す
ず
め
の
お
宿
」

に
向
か
い
、
車
内
で
は
す
で
に

宴
会
ム
ー
ド
で
大
騒
ぎ
、
午
後

二
時
過
ぎ
に
現
地
に
到
着
、
早

速
温
泉
に
浸
か
る
人
、
さ
ら
に

飲
み
続
け
る
人
と
様
々
。 

 

午
後
六
時
か
ら
は
懇
親
会
が

開
か
れ
、
野
尻
公
義
福
利
厚
生

委
員
長
の
司
会
で
、
平
山
理
事

長
が
「
業
界
は
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
今
日
は
貴

重
な
紙
す
き
を
体
験
し
、
有
意

義
な
研
修
が
出
来
ま
し
た
。
毎

年
協
賛
会
と
の
研
修
旅
行
は
、

懇
親
を
深
め
る
う
え
で
大
変
有

意
義
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
明
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組
合
恒
例
の
研
修
旅
行
は
、
六
月
十
四
日
、
十
五
日
の
二
日

間
組
合
員
、
協
賛
会
が
参
加
し
て
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
我
々
が
日
頃
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
紙
に
つ
い
て
勉
強

し
よ
う
と
、
埼
玉
県
比
企
郡
小
川
町
に
あ
る
「
紙
す
き
の
村 

久
保
昌
太
郎
和
紙
工
房
」
で
、
和
紙
の
紙
す
き
を
体
験
、
翌
日

は
い
つ
も
通
り
、
観
光
コ
ー
ス
と
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て

大
い
に
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。 

今年も恒例の組合研修旅行が 

埼玉・小川村で伝統の和紙の紙すきを体験 

観光コースでは世界遺産の富岡製糸場を 

 

埼玉県小川村の紙すきの村で和紙の紙すきを全員で体験  

第１０２回ラベル会は 4 組で開催、優勝はサンワコーケンの町田さん  



日
は
ゴ
ル
フ
と
観
光
で
、
大
い

に
英
気
を
養
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。 

 

続
い
て
協
賛
会
を
代
表
し
て

恩
田
製
作
所
の
恩
田
博
社
長
の

音
頭
で
全
員
が
乾
杯
、
昼
は
埼

玉
県
小
川
村
の
伝
統
工
芸
と
、

夜
は
磯
部
温
泉
の
伝
統
芸
能
輪

心
ゆ
く
ま
で
堪
能
し
ま
し
た
。 

 

翌
日
は
ゴ
ル
フ
組
は
ロ
ー
ズ

米
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
於
い

て
、
五
組
・
十
五
名
で
第
一
〇

二
回
ラ
ベ
ル
会
が
開
催
さ
れ
、

十
八
ホ
ー
ル
、
ス
ト
ロ
ー
ク
プ

レ
イ
の
結
果
、
サ
ン
ワ
コ
ー
ケ

ン
の
町
田
一
仁
氏
が
、
イ
ン
四

六
ア
ウ
ト
四
四
、
ハ
ン
デ
ィ
二

〇
、
ネ
ッ
ト
七
〇
で
見
事
優
勝

し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
観
光
コ
ー
ス
は
、
六

日
後
に
世
界
遺
産
登
録
決
定
を

待
つ
富
岡
製
糸
場
と
妙
義
神
社

な
ど
を
見
学
、
二
日
間
と
も
梅

雨
に
入
っ
た
と
は
思
え
な
い
好

天
に
恵
ま
れ
、
午
後
四
時
半
に

ゴ
ル
フ
組
と
合
流
し
、
途
中
渋

滞
に
遭
い
な
が
ら
も
、
午
後
八

時
前
に
無
事
上
野
駅
前
に
到
着

し
ま
し
た
。
組
合
員
の
方
、
協

賛
会
の
方
、
本
当
に
お
疲
れ
様

で
し
た
。 

 

 

     

日
本
印
刷
産
業
連
合
会
は
、

六
月
十
一
日
開
催
の
第
二
十
九

回
定
時
総
会
に
於
い
て
、
任
期

満
了
に
役
員
改
選
で
、
新
会
長

に
稲
木
歳
明
氏(

共
同
印
刷
会

代
表
取
締
役
会
長)

を
選
出
し

ま
し
た
。 

 

承
認
さ
れ
た
平
成
二
十
六
年

度
事
業
計
画
で
は
、
設
立
三
十

周
年
を
迎
え
る
今
後
の
日
印
産

連
の
活
動
形
態
を
再
検
討
す
る

た
め
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の

策
定
を
進
め
、
次
世
代
へ
の
体

制
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
や
、

平
成
二
十
七
年
度
の
創
立
三
十

周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
年
始

編
纂
お
よ
び
印
刷
用
語
集
の
改

訂
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
主

催
コ
ン
ク
ー
ル
の
大
幅
な
見
直 

 

      

し
や
、
三
十
周
年
に
向
け
た
広

報
活
動
の
見
直
し
を
図
っ
て
い

く
こ
と
も
決
定
さ
れ
た
。 

 

稲
木
新
会
長
は
「
足
立
前
会
長

は
有
機
溶
剤
の
健
康
被
害
や
知

的
財
産
へ
の
対
応
、
さ
ら
に
公

益
法
人
改
革
な
ど
の
取
組
み
な

ど
、
印
刷
業
界
が
抱
え
る
課
題

に
積
極
的
に
取
り
締
ま
れ
て
き

た
。
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
襲
し

な
が
ら
、
新
年
度
の
方
針
に
の

っ
と
り
、
印
刷
業
界
が
抱
え
る

課
題
に
対
し
、
微
力
で
は
あ
る

が
、
誠
心
誠
意
会
長
職
を
務
め

て
い
き
た
い
。
こ
れ
ま
で
以
上

に
傘
下
十
団
体
を
は
じ
め
、
関

連
団
体
と
と
も
に
密
接
な
連
携

を
図
り
、
活
力
あ
る
連
合
会
と

し
て
、
一
層
の
発
展
に
努
力
し

て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
た 

 

新
役
員
は
次
の
通
り
。 

 

■
会
長
・
稲
木
歳
明(

印
刷
工

業
会)

■
副
会
長
・
浅
野
健(
印

刷
工
業
会)

、
島
村
博
之(

全
印

工
連)

、
櫻
井
鬼(

日
本
フ
ォ
ー

ム
工
連)

■
専
務
理
事
・
堀
口
宗

男(

専
従) 

消
費
善
転
嫁
対
策
窓
口 

東
京
中
央
会
が
開
設 

 

東

京

都

中

小

企

業

団

体

中

央
会
で
は
、
四
月
か
ら
の
消
費

税
の
引
き
上
げ
に
対
し
て
、
取

引
先
が
な
か
な
か
認
め
て
く
れ

な
い
な
ど
と
い
っ
た
問
題
に
対

し
て
「
消
費
税
転
嫁
対
策
窓
口
」

を
設
置
し
て
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。 

 

都
内
中
小
企
業
を
対
象
に
昨

年
度
に
引
き
続
き
、
講
習
会
の

開
催
、
相
談
窓
口
の
設
置
、
専

門
家
の
派
遣
、
転
嫁
・
表
示
か

る
て
る
組
成
等
支
援
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

 

消
費
税
は
来
年
に
は
一
〇
％

へ
の
引
き
上
げ
も
予
想
さ
れ
、

中
小
企
業
に
と
っ
て
は
転
嫁
が

大
き
な
問
題
に
な
っ
て
お
り
、 

 

特
に
消
費
善
転
嫁
対
策
に
精

通
し
た
専
門
家(

税
理
士
、
公
認

会
計
士
、
中
小
企
業
診
断
士)

を
相
談
員
に
し
、
今
年
七
月
か

ら
来
年
の
三
月
ま
で
計
二
十
四

回
の
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。 

 

日
程
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

東
京
都
中
小
企
業
団
体
中
央
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。 

h
ttp

://w
w

w
.to

k
y

o
c
h

u
o

k
a

i.

o
r.jp
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日
本
印
刷
産
業
連
合
会 

新
会
長
に
稲
木
歳
明(

共
同
印
刷)

を 

創
立
三
十
周
年 

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
策
定 

稲木歳明会長  

http://www.tokyochuokai.or.jp/
http://www.tokyochuokai.or.jp/
http://www.tokyochuokai.or.jp/


                

全
日
本
シ
ー
ル
印
刷
協
同
組

合
連
合
会(

小
宮
山
光
男
会
長)

主
催
の
「
第
五
十
六
回
年
次
大

会 

東
北
福
祉
大
会
」
は
、
十

月
二
十
四
日(

金)

に
、
東
北
シ

ー

ル

ラ

ベ

ル

印

刷

協

同

組

合

(

渡
邉
正
昭
理
事
長)

の
担
当
で
、

宮
城
県
南
三
陸
町
「
ホ
テ
ル
観

洋
」
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

 

三
年
前
の
東
日
本
大
震
災
か

ら
復
興
し
た
東
北
を
全
国
の
組

布
委
員
に
見
て
も
ら
い
た
い
と
、

東
北
の
組
合
員
が
一
丸
と
な
っ

て
準
備
を
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
た
め
今
回
の
テ
ー
マ
も

「
復
興
か
ら
福
幸
へ 

底
力
を

養
い
、
道
を
ひ
ら
く
」
と
し
、

厳
し
い
環
境
の
中
で
も
な
お
頑

張
る
「
東
北
人
の
底
力
」
を
一

人
一
人
が
感
じ
色
ん
な
「
道
を

ひ
ら
く
」
た
め
の
「
底
力
」
を

養
う
キ
ッ
カ
ケ
に
し
た
い
と
し

て
い
ま
す
。 

 

当
日
は
午
後
二
時
半
よ
り
受

付
開
始
、
午
後
三
時
半
よ
り
祈

念
式
典
、
午
後
五
時
十
五
分
よ

り
復
興
特
別
対
談
、
午
後
六
時

半
よ
り
懇
親
会
と
な
っ
て
お
り
、

第
二
十
四
回
シ
ー
ル
ラ
ベ
ル
コ

ン
テ
ス
ト
の
作
品
展
示
が
午
後

二
時
半
か
ら
午
後
八
時
ま
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。 

大
会
参
加
費
は
次
の
通
り
。 

 

基
本
セ
ッ
ト(

式
典
・
懇
親

会)
 

一
名
・
一
万
八
千
円 

同

伴
夫
人
・
一
万
五
千
円 

宿
泊

付
は
八
千
円
割
増
。 

 

翌
日
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン 

Ａ
コ
ー
ス(

復
興
視
察
応
援

ツ
ア
ー)

 

一
名
・
一
万
円 

Ｂ

コ

ー

ス(

懇

親

ゴ

ル

フ 

利
府
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ 

プ
レ
イ

代
別)

 

一
名
・
一
万
円 

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
・
往
路
２
便

(

語
り
部
付) 

一
名
・
二
五
〇
〇

円 

復
路
・
３
便 

一
名
・
二

〇
〇
〇
円
。 

今

回

は

会

場

ま

で

の

ア

ク

セ
ス
が
悪
い
た
め
、
仙
台
駅
よ

り
往
復
の
送
迎
バ
ス
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
予

約
が
必
要
で
す
の
で
、
申
し
込

む
際
は
必
ず
送
迎
バ
ス
の
予
約

も
忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
宿
泊
も
旅
館
で
す
の

で
一
人
部
屋
は
あ
り
ま
せ
ん
。

基
本
は
四
人
部
屋
に
な
る
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

す
で
に
案
内
状
・
申
込
書
は

組
合
員
・
会
友
、
協
賛
会
に
配

布
済
み
で
す
の
で
、
お
早
目
に

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。 

 

新
た
に
十
六
社
が
Ｇ
Ｐ 

認
定
工
場
に 

宣
広
プ
ロ
も 

  
 

日
本
印
刷
産
業
連
合
会(

稲

木
歳
明
会
長)

が
認
定
し
て
い

る
グ
リ
ー
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
認

定
制
度(

略
称
・
Ｇ
Ｐ)

は
、
こ

の
ほ
ど
第
三
十
二
回
グ
リ
ー
ン

プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
認
定
工
場
十

六
社
を
発
表
し
ま
し
た
。 

 

内
訳
は
オ
フ
セ
ッ
ト
が
十
三

社
、
シ
ー
ル
が
一
社(

宣
広
プ

ロ)

、
グ
ラ
ビ
ア
が
二
社
で
、
六

月
十
三
日
が
認
定
日
に
な
っ
て

お
り
、
三
年
後
の
平
成
二
十
九

年
六
月
三
十
日
が
有
効
期
限
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

グ
リ
ー
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
認

定
制
度
は
、
日
印
産
連
が
認
定

機
関
と
な
り
、
日
印
産
連
「
各

印
刷
サ
ー
ビ
ス
」
グ
リ
ー
ン
基

準
に
基
づ
き
、
客
観
的
証
明
に

よ
り
認
定
を
行
い
、
認
定
マ
ー

ク
（
Ｇ
Ｐ
マ
ー
ク
）
を
表
示
で

き
る
制
度
で
、
環
境
に
配
慮
し

た
印
刷
の
総
合
認
定
制
度
で
、

本
制
度
は
印
刷
形
式
に
よ
り
オ

フ
セ
ッ
ト
、
シ
ー
ル
、
グ
ラ
ビ

ア
、
ス
ク
リ
ー
ン
の
４
部
門
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

Ｇ
Ｐ
認
定
工
場
が
製
造
し
、

グ
リ
ー
ン
基
準
に
適
合
し
た
印

刷
資
材
を
使
用
し
た
印
刷
製
品

に
は
、
総
合
的
に
環
境
配
慮
さ

れ
た
証
と
し
て
、
Ｇ
Ｐ
マ
ー
ク

を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
製

品
認
定
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

 

当
組
合
で
は
今
回
の
宣
広
プ

ロ
の
認
定
で
、
弥
生
印
刷
、
池

田
印
刷
、
前
田
印
刷
所
に
次
い

で
四
社
目
と
な
り
根
、
七
月
一

日
現
在
で
、
全
体
で
は
三
二
一

工
場
と
な
り
ま
す
。 

 

                                 

 
第 56 回年次大会・東北福幸大会  

一人でも多くの参加で成功を! 
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■

新
電
力
と
は 

最

近

新

聞

や

テ

レ

ビ

の

ニ

ュ
ー
ス
な
ど
で
、「
新
電
力
」
と

い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
か
。 

新
電
力
（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
）
と
は
、

既
存
の
大
手
電
力
会
社
で
あ
る

一
般
電
気
事
業
者
（
現
在
、
北

海
道
電
力
、
東
北
電
力
、
東
京

電
力
、
北
陸
電
力
、
中
部
電
力
、 

関
西
電
力
、
中
国
電
力
、
四
国

電
力
、
九
州
電
力
、
沖
縄
電
力

な
ど
）
と
は
別
の
、
特
定
規
模

電

気

事

業

者

（P
P

S
:P

o
w

e
r
 

P
r
o

d
u

c
e

r
 

a
n

d
 

S
u

p
p

lie
r
)  

の
こ
と
で
、 

「
契
約
電
力
が
５

０
ｋ
Ｗ
以
上
の
需
要
家
に
対
し

て
、
一
般
電
気
事
業
者
が
有
す

る
電
線
路
を
通
じ
て
電
力
供
給

を
行
う
事
業
者
（
い
わ
ゆ
る
小

売
自
由
化
部
門
へ
の
新
規
参
入

者
（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
）
」 

（
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
）
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。 

 

つ
ま
り
、
契
約
電
力
が
５
０

ｋ
ｗ
以
上
な
ら
ば
、
既
存
の
東

京
電
力
や
関
西
電
力
な
ど
以
外

の
新
し
い
電
力
発
電
会
社
と
電 

     

力

契

約

を

自

由

に

取

り

交

わ
す
事
が
で
き
る
の
で
す
。
現

在
、
日
本
の
電
力
は
使
用
す
る

電
力
契
約
の
大
き
さ
に
よ
っ
て

は
自
由
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う

事
で
す
。 

 

  

■

二
年
後
に
は
一
般
家
庭

も
全
面
自
由
化
目
指
す 

一

般

家

庭

※

の

よ

う

な

小

規
模
の
電
力
契
約
で
は
ま
だ
で

す
が
、
二
〇
〇
〇
年
の
改
正
電

気
事
業
法
施
行
に
よ
る
電
力
自

由
化
か
ら
段
階
を
経
て
二
〇
〇

五
年
四
月
以
降
は
、 

高
圧
五
〇

ｋ
Ｗ
（
高
圧
：
六
〇
〇
〇
Ｖ
）

以
上
の
契
約
な
ら
ば
、
新
電
力

会
社
で
あ
る
Ｐ
Ｐ
Ｓ
と
契
約
で

き
る
と
い
う
事
に
な
っ
て
い
ま

す
。 

（
※
一
般
家
庭
で
も
、
マ

ン
シ
ョ
ン
１
棟
な
ど
の
契
約
の

場
合
は
契
約
電
力
に
よ
り
、
現

在
で
も
新
電
力
と
契
約
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
二

〇
一
六
年
に
一
般
家
庭
へ
の
電

力
の
全
面
自
由
化
を
め
ざ
す
電

力
シ
ス
テ
ム
改
革
が
現
在
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
） 

    

 

■

三
年
前
の
大
震
災
以
降

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ 

 

３
．
１
１
の
大
震
災
以
降
、

電
力
が
不
足
し
、
こ
の
特
定
規

模
電
気
事
業
者
で
あ
る
新
電
力

会
社
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

て
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
東
京
電

力
な
ど
の
一
般
電
気
事
業
者
の

自
由
化
部
門
の
電
力
料
金
の
値

上
げ
に
伴
い
、
こ
の
機
会
に
新

電
力
会
社
と
契
約
を
検
討
さ
れ

て
い
る
方
も
多
い
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。 

 
 

二

〇

一

四

年

四

月

十

八

日

現
在
、
届
け
出
が
あ
る
新
電
力

会
社
（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
：
特
定
規
模
電

気
事
業
者
）
は
二
〇
三
社
あ
り

ま
す
。 
ま
た
、
こ
れ
ら
新
電
力

会
社
の
提
案
や
契
約
の
代
行
を

し
て
く
れ
る
Ｐ
Ｐ
Ｓ
代
理
店
も

あ
り
ま
す
。 

■

Ｐ
Ｐ
Ｓ
か
ら
新
電
力
に

名
称
変
更 

 

新
電
力
Ｐ
Ｐ
Ｓ
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
で
は
、
特
定
規
模
電
気

事

業

者

で

あ

る

新

電

力

会

社

（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
）
や
契
約
代
理
店
に 

関
連
す
る
情
報
を
提
供
し
て
お 

    

り
ま
す
。（
経
済
産
業
省
は
二
〇

一
二
年
三
月
初
旬
に
Ｐ
Ｐ
Ｓ
と

い
う
名
称
は
わ
か
り
に
く
い
と

い
う
事
で
Ｐ
Ｐ
Ｓ
と
い
う
名
称

を
「
新
電
力
」
に
名
称
変
更
す 

る
事
を
発
表
し
て
お
り
ま
す
） 

特

定

規

模

電

気

事

業

者

で

あ
る
新
電
力
会
社
（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
）

と
契
約
を
す
る
に
は
、
電
力
の

自
由
契
約
が
で
き
る
契
約
電
力

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

二

〇

〇

五

年

以

降

で

は

契

約

が

特

別

高

圧

ま

た

は

高

圧

（
五
〇
ｋ
ｗ
以
上
）
と
な
っ
て

い
れ
ば
、 

既
存
の
東
京
電
力
や

関
西
電
力
な
ど
の
一
般
電
気
事

業
者
か
ら
新
電
力
会
社
（
Ｐ
Ｐ

Ｓ
）
に
契
約
の
切
り
替
え
が
で

き
る
事
に
な
り
ま
す
。 

下
記
表

は
新
電
力
会
社
（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
）
に

切
り
替
え
が
出
来
る
契
約
の
一

例
で
す
。 

電
力
会
社
に
よ
り
名

称
等
が
ち
ょ
っ
と
違
う
場
合
や

こ
の
表
以
外
の
契
約
が
あ
っ
た

り
し
ま
す
の
で
詳
細
に
つ
い
て

は
各
電
力
会
社
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。 

参

考

資

料

h
tt

p
://w

w
w

-p
p

s
.h

p
m

a
p

.n
e

t/ 

                                 

 
 

ご
存
知
で
す
か
？ 

 

電
気
を
ど
こ
か
ら
で
も
自
由
に
契
約
で
き
る
『
新
電
力
』
と
は 

 

http://www-pps.hpmap.net/jiyuuka/
http://www-pps.hpmap.net/jiyuuka/
http://www-pps.hpmap.net/jiyuuka/
http://www-pps.hpmap.net/jiyuuka/
http://www-pps.hpmap.net/


■
バ
セ
ド
ー
氏
病
と
は 

バ
セ
ド
ウ
氏
病
は
、
甲
状
腺

ホ
ル
モ
ン
の
過
剰
分
泌
が
原
因

で
全
身
に
あ
ら
ゆ
る
症
状
が
出

ま
す
。
そ
の
過
剰
分
泌
が
調
整

す
る
に
は
三
つ
の
治
療
方
法
が

行
わ
れ
ま
す
。
①
薬
物
療
法
②

ア
イ
ソ
ト
ー
プ
治
療
③
手
術
療

法
で
す
。 

        
 

       

こ

こ

日

本

で

は

薬

物

療

法

が
最
も
多
い
で
す
。
現
在
使
わ

れ
て
い
る
抗
甲
状
腺
薬
は
メ
ル

カ
ゾ
ー
ル
と
チ
ウ
ラ
ジ
ー
ル
、

プ
ロ
パ
ジ
ー
ル
の
２
種
類
が
中

心
で
す
。
こ
れ
ら
は
ヨ
ー
ド
が

甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
の
元
（
原
料
）

に
な
る
の
を
抑
え
る
働
き
の
薬

で
す
。 

 

抗
甲
状
腺
薬
は
服
薬
初
め
に

充
分
な
量
を
使
い
ま
す
。
ホ
ル

モ
ン
の
分
泌
を
早
く
抑
え
た
い

か
ら
で
す
。
そ
し
て
状
態
を
見

な
が
ら
少
し
ず
つ
減
ら
し
て
い

き
一
定
量
を
飲
み
続
け
る
と
い

う
方
法
を
と
り
ま
す
。
こ
の
と

き
に
な
る
と
現
れ
て
い
た
症
状

も
ず
い
ぶ
ん
よ
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。 

 

し
か
し
眼
の
症
状
は
甲
状
腺

の
治
療
を
し
て
も
あ
ま
り
期
待

が
で
き
ま
せ
ん
。
薬
を
飲
む
の

を
や
め
て
一
年
以
上
甲
状
腺
機

能
が
正
常
に
保
た
れ
て
い
た
人

が
一
五
％
近
く
居
ま
す
。
ま
た

服
薬
中
の
四
〇
％
く
ら
い
の
人

が
日
常
生
活
を
問
題
な
く
過
ご

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

薬
物
治
療
法
は
、
期
待
で
き
る

も
の
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？ 

 

た
だ
し
抗
甲
状
腺
の
副
作
用

と
し
て
肝
臓
障
害
や
湿
疹
（
薬

疹
）
顆
粒
球
減
少
症
、
無
顆
粒

球
症
な
ど
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
定
期
的
に
病

院
で
受
診
さ
れ
て
注
意
さ
れ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

 

■
症
状
と
は 

 

バ
セ
ド
ウ
氏
病
の
症
状
は
、

甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
が
大
量
に
作

ら
れ
血
液
中
に
沢
山
流
れ
る
の

で
新
陳
代
謝
が
活
発
と
な
り
ま

す
。
バ
セ
ド
ウ
病
は
女
性
が
男

性
よ
り
も
５
倍
も
多
い
そ
う
で

す
。
甲
状
腺
機
能
が
活
発
に
な

る
と
全
身
の
新
陳
代
謝
が
い
つ

も
躍
動
し
て
る
感
じ
に
な
り
ま

す
。 

 

バ
セ
ド
ウ
氏
病
の
症
状
に
は

３
つ
の
特
徴
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。 

 

①

首

の

腫

れ

②
眼

球

突

出

（
顔
つ
き
も
眼
球
突
出
と
い
う

目
が
出
て
い
る
感
じ
に
な
る
症

状
で
す
。
こ
れ
は
眼
球
を
動
か

す
筋
肉
や
脂
肪
組
織
が
腫
れ
る

た
め
に
お
こ
る
症
状
で
す
。
目

つ
き
も
鋭
く
な
っ
て
き
ま
す
。

③
頻
脈
（
動
悸
） 

 

こ
の
３
つ
を
メ
ル
セ
ブ
ル
グ

の
三
徴
と
い
い
ま
す
。
メ
ル
セ

ブ
ル
グ
と
は
、
バ
セ
ド
ウ
氏
病

の
診
療
所
が
あ
っ
た
地
名
だ
そ

う
で
す
。 

 

首
の
腫
れ
は
、
人
に
よ
っ
て

違
い
が
あ
り
首
前
側
の
下
側
だ

け
の
人
も
い
れ
ば
あ
ご
の
下
か

ら
首
の
付
け
根
あ
た
り
が
腫
れ

る
人
も
い
ま
す
。
バ
セ
ド
ウ
氏

病
の
場
合
は
、
甲
状
腺
が
そ
の

ま
ま
の
形
で
全
体
に
は
れ
て
左

右
の
差
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
腫
れ
方
を
瀰
漫
性
甲

状
腺
腫
と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

 

他
の
症
状
は
暑
が
り
、
疲
れ

や
す
い
、
体
重
が
減
少
す
る
、

ま
た
は
体
重
増
加
、
精
神
症
状

で
は
い
つ
も
イ
ラ
イ
ラ
し
て
て

落
ち
着
き
が
無
く
集
中
力
低
下
、

不
眠
な
ど
で
す
。 

 

■
診
断
と
は 

 

初
診
の
と
き
に
症
状
が
は
っ

き
り
出
て
い
れ
ば
問
診
と
触
診

で
ほ
ぼ
診
断
が
つ
き
ま
す
。
診

断
が
付
か
な
か
っ
た
と
き
は
、

詳
し
く
検
査
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
甲
状
腺
機
能
亢
進
症
と
診

断
が
つ
い
た
場
合
ほ
と
ん
ど
は

バ
セ
ド
ウ
氏
病
で
す
。
甲
状
腺

の
機
能
が
亢
進
し
て
い
る
か
ど

う
か
は
血
液
検
査
で
わ
か
り
ま

す
。 

バ
セ
ド
ウ
病
と
診
断
さ
れ
る
の

は
ま
ず
問
診
と
触
診
、
次
に
甲

状
腺
の
機
能
の
遊
離
型
甲
状
腺

ホ
ル
モ
ン
（
Ｆ
Ｔ4

．
Ｆ
Ｔ3

）

を
調
べ
る
。
抗
体
検
査
（
Ｔ
Ｒ

Ａ
ｂ
）
が
あ
る
か
否
か
調
べ
れ

ば
バ
セ
ド
ウ
病
か
他
の
甲
状
腺

機
能
亢
進
症
か
の
診
断
が
で
ま

す
。 

 《
参
考
資
料
》 

h
t
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No125 健康がいちばん !   

甲状腺ホルモンの異常分泌原因 

意外と多いバセドー氏病 

http://basedow.seesaa.net/
http://basedow.seesaa.net/


     

ミ
ヤ
コ
シ(

千
葉
県
習
志
野

市
津
田
沼
一
の
十
三
の
五 

☎

〇
四
七- 

四
九
三-
三
八
五
四)

で
は
、
こ
の
ほ
ど
理
想
の
ワ
ー

ク
フ
ロ
ー
を
追
求
し
た
オ
フ
セ

ッ
ト
ラ
ベ
ル
印
刷
機
「
Ｍ
Ｌ
Ｐ 

 

Ｓ
ｅ
ｒ
ｉ
ｅ
ｓ
」
を
発
売
し
ま 

                      

    

し
た
。 

Ｍ

Ｌ

Ｐ 

ｓ

ｅ

ｒ

ｉ

ｅ

ｓ 

は
、
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ム
輪
転

機
の
技
術
で
あ
る
セ
ク
シ
ョ
ナ

ル
ド
ラ
イ
ブ
、
テ
ク
ノ
Ｅ
、
ワ

ー
ク
フ
ロ
ー
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
を

統
合
し
て
、
高
価
な
タ
ッ
ク
紙 

                 

今
回
発
売
開
始
し
ま
す 

    

    

を
使
用
す
る
小
ロ
ッ
ト
、
他
品 

 
 

種
の
ラ
ベ
ル
業
界
に
於
い
て
最

も
大
切
な
低
損
紙
、
高
能
率
を

実
現
し
た
ラ
ベ
ル
プ
レ
ス
で
す
。 

 

①
各
印
刷
ユ
ニ
ッ
ト
を
自
動

で
版
交
換
位
置
に
停
止
さ
せ
る

な
ど
作
業
効
率
が
向
上
し
、
多

色
機
で
は
、
準
備
作
業
を
分
散

し
て
さ
ら
に
効
率
を
高
め
る
こ

と
が
可
能
で
す
。 

②

運

転

中

に

使

わ

れ

て

い

な
い
ユ
ニ
ッ
ト
で
次
ジ
ョ
ブ
の

準
備
作
業
が
行
え
ま
す
。
高
度

の
同
期
制
御
か
ら
ノ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
ジ
ョ
ブ
の
切
替
が
追
求
可

能
で
す
。 

③

高

精

度

サ

ー

ボ

モ

ー

タ

に
よ
る
単
独
駆
動
方
式
で
自
由

な
サ
イ
ズ
変
更
が
可
能
で
す
。

紙
厚
や
加
減
速
時
に
か
か
わ
ら

ず
安
定
し
た
印
刷
見
当
精
度
を

維
持
し
ま
す
。 

テ
ク
ノ
Ｅ
シ
ス
テ
ム
と
は
、 

初
期
設
定
、
原
点
復
帰
、
ピ
ッ

チ
プ
リ
セ
ッ
ト
、
プ
ル
ロ
ー
ラ

ー
引
き
率
な
ど
を
自
動
制
御
し
、

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
負
担
を
大
幅

に
軽
減
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。 

 

    

同
シ
リ
ー
ズ
は
、
１
０
Ａ 

、 

１
３
Ａ 

、
１
６
Ａ
、 

１
３
Ｃ

の
各
種
あ
り
、
最
大
印
刷
速
度

は
毎
分

2
0

0
s
h

o
t

、(

１
３
Ｃ
は

毎
分

2
2

0
s
h

o
t)

。 

最
大
用
紙

幅
と
最
大
印
刷
幅
は
次
の
通
り
。 

■

１

０

Ａ

・

２

６

０

ｍ

ｍ 

２
６
０
ｍ
ｍ 

■
１
３
Ａ
は
、
３
５
０
ｍ
ｍ 

３
３
０
ｍ
ｍ 

■
１
６
Ａ
は
、
４
２
０
ｍ
ｍ 

４
０
６
．
４
ｍ
ｍ 

■
１
３
Ｃ
は
、
３
５
０
ｍ
ｍ 

３
３
０
ｍ
ｍ 

最
大
用
紙
巻
径
は
、
い
ず
れ

も
６
０
０
ｍ
ｍ 

ま
た
、
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て 

印
刷
と
同
時
に
シ
ー
ル
接
着
面

に
特
殊
ニ
ス
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す

る
こ
と
で
任
意
の
部
分
の
み
糊

を
残
す
加
工
が
一
回
の
工
程
で

可
能
に
な
り
る
イ
ン
ラ
イ
ン
部

分
糊
加
工
（
糊
殺
し
）
ユ
ニ
ッ

ト
も
あ
り
、
ま
た
、
ツ
イ
ン
凸

版
印
刷
方
式
に
よ
り
糊
殺
し
と

糊
面
印
刷
が
同
時
に
行
え
ま
す
。

（
ア
イ
キ
ャ
ッ
チ
用

P
O

P

シ

ー
ル
等
に
応
用
で
き
ま
す
。
） 
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第
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回 

「
ミ 

ヤ 

コ 

シ
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オフセットラベル印刷機 MLP シリーズを  

低損紙、高能率を実現した最新鋭機 

理想のワークフローと豊富なオプション 


